「かながわプラスマカレッジ」における「実証実験協力団体」募集要項別添2



１．事業概要
神奈川県は「かながわプラごみゼロ宣言」を発表し、2030年までのできるだけ早期に、リサイクルされずに廃棄されるプラごみゼロを目指しています。
本事業「かながわプラスマカレッジ」は、大学生等のアイデアを活かし、飲食を伴う場でのプラごみ削減の取組を行う大学生等を主体とする団体（「実証実験協力団体」）への支援を通じ、飲食を伴う場でのプラごみ削減のモデルとなる事業を創出することで、プラごみ削減の実践だけでなく、大学生等に成長の機会を創出し、プラごみゼロ宣言の理念を普及させることができる旗振り役を輩出するとともに、効果的なプラごみ削減の取組を県内に波及させることを目的としています。

２．募集対象者
「実証実験協力団体」の募集の対象となる団体は、神奈川県内にキャンパス等が立地する大学・短期大学・専門学校に在籍する大学生等を主体とする団体（※）のうち、①に規定する取組を実施し、②に規定する要件を全て満たす者とします。

※構成員２名以上の大学生等の集団をいう。ゼミ、サークル等。法人・任意団体の別を問いません。複数の団体が集まったグループとすることも可能。
なお、取組の内容検討、準備、実施、効果検証等を主に大学生等が行う場合に限り、神奈川県内にキャンパス等が立地する大学・短期大学・専門学校自体（学校法人）や、神奈川県内の大学・短期大学・専門学校のキャンパス等において飲食を提供する事業者が応募主体となることも可能とします。

①　対象とする取組
以下の全てを満たす取組とします。
[bookmark: _Hlk227056054]ア　飲食を伴う場（学園祭、地域におけるお祭り等の期間が限定されたイベントの他に、学食や購買等通年飲食物が供される場も含む。以下同じ。）におけるプラスチックごみ削減に資する取組であること。
イ　神奈川県内で実施する取組であること。
ウ　既存の取組ではなく、新規の取組又は既存の取組に改善若しくは拡充を行ったものであること。
エ　次のような姿を目指す取組であること。
(ｱ)　飲食物を伴う場におけるプラスチックごみの問題を、創意工夫により解決すること
(ｲ)　飲食物を伴う場でのプラスチックごみ削減の「モデル事業」として、他の学生団体や大学、企業等から参照されるようになること
(ｳ)　実証実験結果の検証を通じて得た課題や改善策を次回以降の取組の実施に生かすことで、実証実験終了後も持続可能なものになること
　　
②　その他の要件
ア　団体の意思を決定し、執行する体制を確立していること。
イ　自ら経理し、監査する会計組織を有していること。
ウ　県税その他の神奈川県に対する金銭債務の支払に滞納がないこと。
※ただし、災害等で地方税法第15 条の規定により徴収猶予を受けている場合を除く。
エ　暴力団ではないこと。
オ　団体の代表者のうちに暴力団員に該当する者がないこと。
カ　その他、本事業の関係において、本県及び本県が本事業に関して委託する者からの指示に従うことができること。

３．実証実験協力団体への採択予定数
３者
※プラごみ問題の有識者から構成された審査会における取組案の発表・審査を経て採択団体を決定します。（５．応募方法、６．選考方法を参照）

４．実証実験協力団体採択後の支援等
・　飲食を伴う場でのプラごみ削減のモデル事業の候補として、県の支援のもと実証実験を行っていただきます。
・　プラごみ削減の取組に必要な経費について、1団体当たり最大100万円の費用支援を受けることができます。（費用支援の対象の経費は別紙１のとおり）
・　プラごみ削減に知見のある企業による、ノウハウ面の伴走支援を受けることができます。
・　実証実験の模様は動画に撮影し、県公式YouTubeチャンネル「かなチャンTV」で公開予定。
・　実証実験終了後、県の主催するオンラインフォーラムで取組の成果について発表を行っていただきます。

※採択後の注意事項
・採択後には、プラスチックごみ削減の取組について、実施内容・必要経費等を定めた事業計画書を作成いただきます。
・最大100万円の費用支援は、この事業計画書で定めた必要経費のみが対象になり、他の用途に使うことはできません。誤って他の用途に使ってしまった等の場合でも、再度の費用支援はできません。また、費用支援を受けて取得した物品については、事業計画書で定めた目的やその他のプラスチックごみ削減に係る取組の目的以外に使用したり、売却したりすることはできません。
・取組の中で個人情報を取り扱う場合には、本県が本事業に関して委託する事業者の監督を受けるとともに、同事業者の規定する個人情報の安全管理の方法を遵守していただきます。

５．応募方法
（１）　参加意思表明（エントリー）
以下のフォームに必要事項を記載し、審査会への参加意思を表明してください。
（URL）
https://dshinsei.e-kanagawa.lg.jp/140007-u/offer/offerList_detail?tempSeq=123397

①記載事項
・団体情報（団体名、代表者名、担当者名、連絡先等）
・実施する取組の概要（取組概要、実施予定時期、実施予定場所）

②募集期間
令和８年５月８日（金）～６月８日（月）
　　
③注意事項
・内容の異なる取組については、１者が複数回応募することも可能です。
ただし、複数回の応募は、複数の取組が採択された場合でも、全ての取組を同時に実施できる体制を整備できる者に限ります。

（２）　企画書の提出
参加意思表明の後、実施予定のプラスチックごみ削減の取組の内容を記載した企画書を提出してください。

①　企画書の形式
別紙２のとおり
　
②　企画書の提出期間
参加意思表明（エントリー）後～６月15日（月）

③　提出方法・提出先
・提出方法：以下のメールアドレスあて、電子メールに添付し提出
・提出先：
アサヒユウアス株式会社
電話：0570-00-5112
メール：webmaster@asahi-youus.com
※送付ファイルの容量の問題でメール送付ができない場合は上記提出先まで御連絡ください。

（３）注意事項
・参加意思表明をせずに、企画書だけの提出をすることはできません。
・参加意思表明後、企画書の提出が無かった場合は、辞退したものと見なします。
・企画書の提出が７件以上あった場合、事前に書面審査を行い、上位６件までが審査会への出席による審査に進むことができるものとします。

６．選考方法
（１）審査方法 
プラスチックごみ問題に詳しい有識者から構成される審査会において、企画書等の内容に基づいて審査した結果をもとに選定します。
審査会は応募者が出席し、実施予定のプラスチックごみ削減の取組の内容の発表（30 分程度、質疑応答含む）を行っていただきます。 

・審査会 　日時 令和８年６月26日（金）（予定） 
場所 神奈川県庁または周辺の県が指定する場所 
※時間・場所等は別途調整のうえ、個別に連絡いたします。 
・発表方法 紙又はパソコン等を用いた説明としますが、パソコン等電子機器は応募者で用意してください。 
提出済みの企画書（別紙２）を用いて説明を行うことも、企画書の内容をパワーポイント等にまとめ直したものを用いて説明することも、どちらでも構いません。
紙を配布して説明を行う場合は、最低10部を用意してください。

（２）評価基準
・取組の実施によりどの程度プラごみを削減できるか
・取組に実現可能性はあるか
・取組に創意工夫はあるか
・取組に本事業終了後の持続可能性があるか
・プラスチックごみの削減目標は明確か
・削減目標の効果検証は可能か　等

（３）審査結果の通知 
令和８年６月下旬（予定）に書面にて審査結果を通知します。 

７．今後のスケジュール（予定）
[bookmark: _Hlk227226770]６月８日（月）　 参加意思表明期限
６月15日（月）  企画書の提出期限
６月26日（金）  審査会の開催
６月下旬　　　　 採択団体の決定
７月～１月　     伴走支援・費用支援の実施
２月上旬　　     かながわプラごみ削減オンラインフォーラムでの取組結果の発表

※ 上記は予定であり、今後変更の可能性があります。

８．問い合わせ先
（実証実験協力団体募集等、本事業の運営に関すること・企画書提出先）
アサヒユウアス株式会社
電話：0570-00-5112
メール：webmaster@asahi-youus.com

（本事業の目的、方針に関すること）
〒231－8588 神奈川県横浜市中区日本大通１
神奈川県環境農政局環境部資源循環推進課調整グループ　担当：日髙
電話 045（210）4149（直通）


＜別紙１＞
[bookmark: _Hlk219306405]必要経費一覧表
	分類
	内容

	旅費
	実証実験に必要な調査等に伴う旅費

	光熱水費
	実証実験の実施により増加した分に係る光熱水費（実証実験の実施により増加したことが客観的に確認できる分に限る。）

	物品購入費
	実証実験に必要な消耗品、設備の購入代（単価10万円未満のものに限る）

	印刷費
	実証実験に必要な広報物等の印刷、実証実験に必要な資料のコピー代

	工事費
	実証実験に必要な工事代

	郵便・通信費
	実証実験に必要な郵送料、宅配便料、インターネット経費、電話代等

	外部委託料
	実証実験に必要だが、実証実験協力団体が自ら行うことができず、かつ実証実験の主たる部分でない作業等の外部委託料

	使用料及び賃借料
	実証実験に必要な消耗品、設備、会議室等の使用料・賃借料

	その他
	実証実験に必要な経費のうち、発注者が認めた経費


※いずれも、領収書等経費の支出を証する書類が発行可能なものに限る。
※支援対象の実証実験の実施有無にかかわらず発生する経費は含めない。




＜別紙２＞
プラスチックごみ削減実証実験事業企画書

令和　年　月　日
プラスチックごみ削減実証実験については、次のとおり実施します。

[bookmark: _Hlk220427453]１．団体について
	⑴団体名
	

	⑵代表者
	

	⑶担当者
	

	⑷担当者連絡先
	（メールアドレス）

（電話番号）


	⑸所属大学等
	（申請団体が置かれている大学等、又は申請団体の主たる構成員が所属している大学等を回答）


	⑹構成員数
	

	⑺活動内容
	（定期的な活動内容、これまでの活動実績等について回答）
（大学生等とそれ以外の者が混在する団体の場合は、大学生等の活動への関わり方も記載）



	⑻公式サイト・SNS
（あれば）
	（フォロワー数・主な発信内容など、アカウントの影響力が分かる情報があればご記入ください）






２．実証実験の概要について
	⑴取組名称
	

	⑵実施期間
	

	⑶実施場所
	（特定のイベントにおいて実施する場合、その名称も記載）



	⑷実証実験の概要
	（簡潔に記載）



	⑸実証実験の目的
	（現状の課題、実施理由、実証実験後に目指す姿等を記載）







３．実証実験の詳細について
	⑴実施内容、実施方法
	

	⑵スケジュール
	（準備～実施～事後検証のスケジュールを、現時点での想定で記載）

	⑶必要経費（概算）
	（円）

＜内訳＞
	項目
	金額

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


　

	⑷数値目標（削減するプラごみの種類・個数・重量）及び採用理由
	（具体的な数値目標と、２．⑸の実証実験の目的と当該数値目標の因果関係等から当該数値目標を採用した理由を説明）

	⑸数値目標の把握方法
	

	⑹期待される行動変容の目標
	（取組をきっかけとし、関係者やサービスの利用者等が、何を知り、どんな選択をし、普段の行動をどう変えていくことを目指すのか目標を記載）

	⑺実証実験終了後の取組継続に係る計画
	（本事業による費用支援等が無くても取組を継続できるようにするための計画を記載）



